
2F ホールイベントのご案内
入場／無料（ご予約は不要です）  定員／120名

2F ホール利用のご案内
利用時間／10：00～19：00　　休館日／日曜日・祝日・木曜日

市民公開講座 サンモール一番町商店街振興組合の協賛で行っております。
まちなか美術講座 宮城県美術館の学芸員が美術作品の魅力についてお話するイベントです。
まちなか博物館講座 仙台市博物館の学芸員が歴史、美術、文化などの魅力についてお話しします。

HALL2F

開館時間／10：00～19：00（最終日は18：00まで） 
休館日／木曜日　※入場／無料

GALLERY1F

Tel 022-723-0538東北工業大学 一番町ロビー
〒980-0811 仙台市青葉区一番町1-3-1（TMビル）　Fax 022-263-8606　E-mail/lobby@tohtech.ac.jp　http：//www.tohtech.ac.jp/

東北工業大学では、市民の皆さまとのふれあいの場として、一番町にロビーを開設しております。
お気軽にお越しください。（入場無料）
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2Fホール入口

聴講ご希望の方は、1名様につき1講座1枚の往復はがきに、講座タイトル・住所・氏名（ふりがな）・
電話番号をご記入のうえ、下記までお申込みください。なお、応募者多数の場合は抽選となります。
抽選結果は申込締切後、一週間以内に返信はがきにてご連絡いたします。

東北工業大学一番町ロビーを会場に、仙台市博物館の特別展・企画展や、仙台の歴史について紹介する出前講座を
実施します。今年は伊達政宗生誕450年にちなみ、政宗が取り組んだ仙台藩の国づくりの歴史を、寺社政策・城下町の
視点から紹介します。

平成29年度  まちなか博物館講座 （事前申込み制）

〒980-0811 仙台市青葉区一番町1-3-1 TMビル
東北工業大学 一番町ロビー「まちなか博物館講座」係
TEL：022-723-0538

〈お申込み・お問い合わせ先〉

9月29日（金）～10月4日（水）

佐藤 葉子・佐野 福代

佐藤 葉子・佐野 福代 絵画展 ～自在に描くことへの憧れ～

出会いから20年。ようやくにして初の二人展です。絵を描き、笑い、語り合った心の
軌跡が今、作品となりました。水彩、パステル、ミクストメディアなどさまざまな
画材を使って制作した、新旧の作品を展示します。ご覧いただければ幸いです。

9月8日（金）～9月13日（水）

定禅寺Art Club（会員：金賀 義勝 東北工業大学 建築学科 1977年卒業）

第12回 定禅寺Art Club 作品発表会

ペンや水彩絵具、その他の画材で身近な風景や花、動物などを描き、絵画の魅力を
改めて感じたり、心身に潤いを求めている仲間たちの発表会です。今回より、
旧 IZUMI Art Clubから名称を変更し新たな気持ちで発表会をいたします。

9月1日（金）～9月6日（水）

松本 千央（東北工業大学 建築学科2年生）
松本 サチ子（宮城県芸術協会会員、示現会準会員）

宮城の建築を描く「松本 千央・サチ子 二人展」

東北工業大学建築学科主催による「東北の建築を描く展」に応募、入選した作品や、
伝統的な建造物に郷愁と感謝、そして震災に耐えた建築に畏敬し、宮城の風景や
歴史、文化にも注目しながら、地域にある建築の魅力を描いた作品など約20点を
展示します。

9月15日（金）～9月20日（水）

東北工業大学 クリエイティブデザイン学科 両角 清隆研究室

コミュニティや学びをサポートするソフトウェアのデザイン展
～2000－2017年両角清隆研究室の取り組み～

地域のコミュニケーションやデザインの学びのサポートを行うためのソフトウェア
プロダクツの開発を行ってきたクリエイティブデザイン学科両角清隆研究室の
取り組みを紹介し、ソフトウェアデザインによる豊かな社会を創る可能性を探り
ます。
■ギャラリートーク：9月16日 （土）13:30～15：00
「デザインの広がりと役割」　詳しくは2F HALLをご覧ください。

9月22日（金）～9月27日（水）

東北工業大学工業意匠学科創立50年記念事業実行委員会
仙台・宮城のデザイン史編集委員会（代表：東北工業大学名誉教授 庄子 晃子）

東北工業大学工業意匠学科創立50年記念事業
「仙台・宮城のデザイン史と東北工業大学工業意匠学科」

仙台・宮城のデザイン史編集委員会では、「仙台・宮城のデザイン史」を、日本芸術
工学会の協力を得て編集し、「日本・地域・デザイン史Ⅱ」として印刷・発刊するに
至りました。今回のパネル展示では、仙台・宮城のデザイン史の内容と工業意匠
学科が関わった半世紀の活動などを学科創立50年記念事業の一環として紹介
します。 「近代工芸発祥」の石碑

国立工芸指導所の跡地（宮城野中学校内）

市民公開講座 No.392

山田 一裕（東北工業大学 環境エネルギー学科 教授）

被災した宮城の音風景「北上川河口域のヨシ原」の再生を考える

日本の音風景百選（環境省）に選ばれ、宮城を代表する風景でもあった北上川河口域のヨシ原が震災による地盤沈下
などで100haも消失・衰退しました。屋根葺き材として価値の高いヨシを産出し、地域の生業にも大きな影響が出ています。
ヨシ原の持つ機能や価値とともに、その再生に関わる研究や市民活動について紹介します。

市民公開講座 No.393

本田 春彦（東北工業大学 共通教育センター 准教授）

アダプテッド・スポーツ（卓球バレー）の紹介

アダプテッド・スポーツのひとつ、「卓球バレー」をご存知ですか？この競技は、重度の障害のある人や高齢者でも楽しく
参加できる団体競技です。あまり広いスペースを必要としないので、ぜひ、体験してください！

市民公開講座 No.394

梅田 健太郎（東北工業大学 共通教育センター 教授）

放射能汚染した森林の空間線量について

先の大地震で起こった原子炉事故で広範囲の森林が放射性核種137Csで汚染しました。放射能汚染した森林および隣接
する居住地の空間線量に関する、実地調査データに基づく解析で得られた線量分布、森林の遮蔽効果、斜面斜度の影響、
除染効果などについて、本講座では、これまで公開されている調査結果と比較しながらお話しします。

市民公開講座 No.396

小川 淑人（東北工業大学 共通教育センター 教授）

高校数学の続き

高校数学でも3次方程式と4次方程式は出てきますが、すべてを扱うわけではありません。本講座では一般の3次方程式と
4次方程式の解法を高校数学の範囲内で説明します。

ジョルジュ・ルオー《秋の夜景》 
1952年 パナソニック汐留ミュージアム蔵

まちなか美術講座（第51回）

赤間 和美（宮城県美術館 学芸員）

ルオーとその時代

20世紀を代表する画家のひとりジョルジュ・ルオー（Georges Rouault, 1871～1958）
は、サーカスやキリストなどを描き続け、晩年にかけて独特な色彩感覚と濃密な
マチエールで人々を惹きつけてきました。彼が生きた時代、パリでは「フォーヴィ
スム」が起こり前衛的な画家たちが現れます。本講座では、表現への情熱が高まった
20世紀初頭に焦点をあてて、ルオーの魅力について解説します。

市民公開講座 No.397

小出 英夫（東北工業大学 都市マネジメント学科 教授）

単身チェコ共和国滞在記
～「チェコ通信」（本学ＨＰ掲載中）番外編 ～

チェコ共和国第二の都市Brnoにあるブルノ工科大学に、昨年度約9か月間お世話になりました。滞在中の様子は、「チェコ
通信」として毎月本学ＨＰ上で発信していましたが、伝えきれなかったチェコのすばらしさをお伝えします。「チェコ通信」
（Yahooなど、「チェコ通信」で検索！）Vol.1～Vol.7全7話、予めご覧の上、ご参加いただけるとうれしいです。

市民公開講座 No.395 兼 学都仙台コンソーシアムサテライトキャンパス部会市民公開講座

野家 伸也（東北工業大学 共通教育センター 教授）

近代の果てを見た男・漱石 ～ロンドンからの手紙を読む～

今年生誕150年を迎える夏目漱石は、19世紀から20世紀への転換期に留学先のロンドンで西欧近代の光と影を見つめ、
その経験は後の作家・漱石の土台を形づくることになりました。いったい漱石はロンドンで何を見、感じ、考えたのか。
漱石がロンドンから日本に送った手紙を中心に探っていきます。

ギャラリートーク

両角 清隆（東北工業大学 クリエイティブデザイン学科 教授）
原 敏多（富士フイルム株式会社 デザインセンター デザインディレクター）
長崎 智宏（東北工業大学 クリエイティブデザイン学科 准教授、 元 WOW開発チーフマネージャー）

コーディネーター：
ゲスト：

1F「コミュニティや学びをサポートするソフトウェアのデザイン展」関連企画
デザインの広がりと役割

情報社会になり、産業社会をベースとしながらも社会の在り方や価値観が変化してきています。現代におけるデザインの
対象、デザインの方法、デザインの役割はどのように変化しているのか、新しいモノを生み出し第一線で活躍しているデザ
イナーたちと実例を交えて話し合います。

まちなか博物館講座（第4回）

水野 沙織（仙台市博物館 学芸員）

「政宗の城下建設」


